
　
昭
和
19
年
に
入
り
、
太
平
洋
戦
争
の
戦

況
が
悪
化
す
る
中
、
国
民
総
動
員
の
も
と

編
成
さ
れ
た
国
民
義
勇
隊
。

　
昭
和
20
年
８
月
の
初
め
に
、
玖
波
、
小

方
、
大
竹
の
役
場
に
そ
れ
ぞ
れ
、
建
物
疎

開
の
動
員
命
令
が
出
さ
れ
た
。
動
員
開
始

日
と
な
る
６
日
は
、
広
島
市
以
外
の
ま
ち

か
ら
約
１
万
人
が
建
物
疎
開
作
業
に
動
員

さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
て
い
た
。

　
命
令
を
受
け
た
玖
波
、
小
方
、
大
竹
の

人
た
ち
は
作
業
服
に
身
を
固
め
、
玖
波
隊

１
０
５
人
は
玖
波
駅
か
ら
、
小
方
隊
は
86

人
の
う
ち
26
人
が
玖
波
駅
、
60
人
が
大
竹

駅
か
ら
、
大
竹
隊
は
７
９
８
人
が
２
便
に

分
か
れ
て
大
竹
駅
か
ら
電
車
で
広
島
へ
と

向
か
っ
た
。

　
各
隊
は
己
斐
駅
到
着
後
、
小
方
隊
は
土

橋
・
十
日
市
付
近
へ
、
玖
波
隊
は
小
網
町

付
近
へ
、
大
竹
隊
の
先
発
隊
は
、
天
満
町

付
近
に
到
着
し
、
作
業
に
と
り
か
か
ろ
う

と
し
て
い
た
。
ま
た
、
後
発
の
大
竹
隊

は
、
己
斐
駅
か
ら
目
的
地
の
小
網
町
に
向

か
う
た
め
、
己
斐
橋
を
渡
っ
て
福
島
橋
へ

と
向
か
っ
て
い
た
。
そ
し
て
迎
え
た
８
時

15
分
。
原
子
爆
弾
の
爆
発
に
よ
り
、
ま
ち

は
一
瞬
で
焦
土
と
化
し
、
玖
波
隊
、
小
方

隊
、
大
竹
隊
の
先
発
隊
は
、
と
も
に
爆
心

地
に
近
か
っ
た
た
め
多
く
の
行
方
不
明

者
、
負
傷
者
を
出
し
た
。
玖
波
隊
と
小
方

隊
は
大
竹
に
帰
っ
て
き
た
人
も
い
た
が
、

次
々
と
亡
く
な
っ
て
い
き
、
全
滅
状
態
と

な
っ
た
。
大
竹
隊
も
先
発
隊
の
死
者
・
負

傷
者
が
多
く
、
80
人
を
超
え
る
人
が
亡
く

な
る
な
ど
、
大
き
な
被
害
を
出
し
た
。

記憶の跡

-the damege of the atomic bomb was in otake-

閃
光
と
轟
音―

―

一
瞬
で
ま
ち
が
消
え
た

せ
ん

　こ
う

ご
う

　お
ん

広
島

昭
和
20
年
８
月
６
日
、
澄
み
切
っ
た
青
空
。

深
夜
か
ら
空
襲
警
報
が
発
令
さ
れ
る
も
、
朝
に
は

解
除
さ
れ
、
多
く
の
市
民
は
防
空
壕
や
避
難
所
か

ら
帰
宅
し
、い
つ
も
の
生
活
に
戻
り
は
じ
め
て
い
た
。

あ
の
瞬
間
ま
で
は
―
―
―
。

　
昭
和
20
年
春
、
ア
メ
リ
カ
で
始
ま
っ

た
原
子
爆
弾
の
投
下
目
標
都
市
の
検
討
。

７
月
25
日
に
は
、
広
島
、
小
倉
、
新
潟
、

長
崎
の
４
都
市
に
し
ぼ
ら
れ
、
８
月
２

日
に
、
広
島
が
第
一
目
標
に
決
定
し
た
。

　
８
月
６
日
運
命
の
日
。
広
島
市
の
東

北
方
向
か
ら
、
上
空
に
現
れ
た
Ｂ
29
爆

撃
機
「
エ
ノ
ラ
・
ゲ
イ
」
は
、
当
時
は

Ｔ
字
橋
で
あ
っ
た
相
生
橋
を
目
標
に
、

人
類
初
と
な
る
１
発
の
原
子
爆
弾
を
投

下
し
た
。

　
爆
弾
は
、
広
島
県
産
業
奨
励
館
（
今

の
原
爆
ド
ー
ム
）
の
近
く
に
あ
っ
た
島

病
院
の
上
空
約
６
０
０
メ
ー
ト
ル
で
爆

発
。
す
さ
ま
じ
く
光
を
放
っ
た
後
、
轟

音
と
と
も
に
ま
ち
を
襲
っ
た
こ
と
か
ら
、

当
時
の
人
々
は
「
ピ
カ
ド
ン
」
と
呼
ん
だ
。

爆
発
に
よ
る
熱
線
と
放
射
線
、
衝
撃
波
は
、

一
瞬
に
し
て
ま
ち
を
破
壊
し
、
ま
ち
の

中
心
に
い
た
お
び
た
だ
し
い
人
々
が
、

逃
げ
る
間
も
な
く
亡
く
な
っ
た
。

　
熱
風
と
衝
撃
波
は
、
ま
ち
の
泥
や
チ

リ
を
巻
き
上
げ
、
ま
た
火
災
に
よ
る
ス

ス
が
暖
め
ら
れ
た
空
気
と
一
緒
に
上
昇

し
、
空
気
中
の
水
と
混
ざ
っ
て
、
黒
い

雨
を
ま
ち
に
降
ら
せ
た
。

人類初の原子爆弾が投下された広島。アメリカが広島を目標に決めた理由の一つが目標
都市の中で唯一連合国軍の捕虜収容所がないと思われていたことがあった。目標に決定
した広島は、原子爆弾の投下まで空襲が禁止されていた。そのため、広島の人々は日本
の多くの都市が空襲されるなかで、大規模な空襲がないのを不思議がっていたとも言わ
れている。写真は安佐南区古市から見たきのこ雲。【写真：広島平和記念資料館提供】

突
然
の
惨
劇
に
遭
遇
し
た
大
竹
の
民

まちを動かす　ひと・夢・こころ

大竹と原爆のお話
周年
企画60

建物疎開のために
広島へ向かった
玖波・小方・大竹の

義勇隊

　
昭
和
20
年
当
時
、
大
竹
市
域
に
住
ん
で

い
た
旧
制
中
学
生
以
上
の
学
生
は
、
ほ
と

ん
ど
広
島
市
の
学
校
に
通
っ
て
い
た
。
そ

の
多
く
の
学
生
が
学
徒
動
員
令
に
よ
り
、

事
業
所
・
工
場
で
の
作
業
や
建
物
疎
開
に

従
事
し
、
全
労
働
者
の
４
分
の
１
が
学
徒

動
員
の
学
生
で
あ
っ
た
と
も
言
わ
れ
て
い

る
。

　
８
月
６
日
は
、
爆
心
地
か
ら
１
〜
２
キ

ロ
の
範
囲
内
で
建
物
疎
開
の
作
業
が
行
わ

れ
て
い
た
。
数
万
人
も
の
学
生
が
作
業
を

行
っ
て
い
る
な
か
、
原
子
爆
弾
が
投
下
。

爆
心
地
か
ら
近
か
っ
た
こ
と
、
ま
た
、
外

で
作
業
す
る
生
徒
が
多
か
っ
た
こ
と
も
あ

り
、
多
く
の
生
徒
が
帰
ら
ぬ
人
と
な
っ

た
。
６
、
０
０
０
人
以
上
の
生
徒
が
亡
く

な
っ
た
な
か
で
大
竹
市
域
の
学
生
も
１
２

０
人
以
上
が
犠
牲
と
な
っ
た
。

広島で散った
大竹の若い命

動員
学徒

（
上
）先
発
の
大
竹
隊
が
被
爆
し
た
天
満
町
に
あ
る
天
満
橋
の
よ

う
す
。電
柱
が
倒
さ
れ
、ま
ち
の
形
は
な
い
。

（
中
）後
発
の
大
竹
隊
が
、こ
の
己
斐
橋
を
渡
っ
て
目
的
地
に
向
か

お
う
と
し
て
い
た
と
き
に
爆
発
が
起
こ
っ
た
。こ
こ
で
も
か
な
り

の
衝
撃
波
が
人
々
を
襲
っ
た
と
い
う
。

（
下
）小
方
隊
が
作
業
に
と
り
か
か
ろ
う
と
し
て
い
た
土
橋
付
近

の
よ
う
す
。鉄
柱
は
折
れ
、見
え
る
建
物
も
骨
組
み
だ
け
と
な
っ

て
い
る
。【
写
真
：
広
島
平
和
記
念
資
料
館
提
供
】

（右）原爆ドームの南側に建立されている動員学徒
の慰霊塔。これから伸び行く若者が命を絶たれた
ことから、塔は逆三角形のような形状となっている。
（上）建物疎開を描いた絵。空襲による延焼を防ぐ
ために、市内中心部の約１３０の建物の取り壊しが
行われていた。【所蔵：広島平和記念資料館】
［参考資料：大竹市史］
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